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新しく所属する委員会が決まりました
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か
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県政めざして命暮らしと 守る

灯
油
購
入
助
成
費
―
― 

四
千
八
百
万
円

　・
生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る
灯
油
購
入
助
成
を
行
う
市
町
村
へ
の
支
援

老
人
福
祉
施
設
等
原
油
価
格
高
騰
対
策
費
―
―
一
億
一
千
八
百
万
円

保
育
施
設
等
原
油
価
格
高
騰
対
策
費
―
― 

六
千
四
百
万
円

児
童
養
護
施
設
等
原
油
価
格
高
騰
対
策
費
―
― 

百
十
六
万
円

障
害
福
祉
施
設
原
油
価
格
高
騰
対
策
費
―
― 

四
千
三
百
三
十
万
円

私
立
学
校
原
油
価
格
高
騰
対
策
費
―
― 

七
千
五
百
万
円

　・
各
施
設
に
対
す
る
暖
房
費
等
の
か
か
り
増
し
経
費
へ
の
助
成

施
設
園
芸
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
対
策
費
―
―
一
億
円

　・
施
設
園
芸
農
家
に
対
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
た
め
の
資
材
購
入

経
費
へ
の
助
成

水
産
業
原
油
価
格
高
騰
対
策
費
―
― 

九
千
二
百
万
円

　・
産
地
魚
市
場
が
行
う
水
揚
げ
漁
船
確
保
対
策
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

の
た
め
の
設
備
購
入
経
費
へ
の
助
成

11月29日　原油価格高騰に対する施策を求める要望書提出

　

原
油
の
国
際
価
格
高
騰
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
中
、
市
民

生
活
や
農
漁
業
者
、
中
小
事
業

者
の
生
業
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
い
る
事
か
ら
、
日
本
共
産

党
県
会
議
員
団
は
11
月
29
日
、

宮
城
県
知
事
宛
に
以
下
６
項
目

の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

１
．
市
町
村
と
連
携
し
、
生
活

保
護
世
帯
や
低
所
得
世
帯
、

ひ
と
り
親
、
高
齢
、
障
害
者

世
帯
等
へ
の
「
福
祉
灯
油
」

制
度
を
実
施
す
る
こ
と

２
．
農
漁
業
者
や
地
元
中
小
業

者
等
に
対
す
る
燃
料
費
助
成

制
度
を
創
設
し
、
実
施
す
る

こ
と

３
．
学
校
や
県
有
施
設
の
暖
房

代
を
十
分
確
保
す
る
こ
と

４
．民
間
の
保
育
園
や
高
齢
者
、

障
害
者
福
祉
施

設
な
ど
の
暖
房

費
へ
の
助
成
を

行
な
う
こ
と

５
．
公
営
バ
ス
、
民
間
バ
ス
事

業
者
、
タ
ク
シ
ー
に
対
す
る

支
援
策
を
講
じ
る
こ
と

６
．
国
に
上
記
の
財
源
確
保
と

消
費
税
減
税
を
強
く
要
望
す

る
こ
と

　

平
成
19
年
度
２
月
補
正
の
灯

油
購
入
助
成
事
業
費
補
助
金
を

踏
ま
え
、
一
刻
も
早
く
市
民
生

活
と
生
業
支
援
策
等
を
講
じ
る

よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
、
応
対
し

た
佐
野
副
知
事
よ
り
、「
福
祉
灯

油
」
に
つ
い
て
必
要
性
を
認
識

し
て
い
る
旨
の
言
及
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
す
ぐ
に
補
正
予
算
案

が
組
ま
れ
、「
福
祉
灯
油
」
な
ど

が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

予
算
の
規
模
は
小
さ
く
、
委
員

会
な
ど
で
拡
充
を
せ
ま
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
民
の
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要
求
・
要
望

を
つ
ぶ
さ
に
掴
み
、
実
現
さ
れ

る
よ
う
時
宜
を
逃
さ
ず
県
政
に

働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。
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栗
原
及
び
登
米
保
健
所
の
支
所
化

　  コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
可
決
の
暴
挙

賛成 46票

反対 11票

棄権   １票

（日本共産党５人・みやぎ県民の声2人・
　社民フォーラム2人・無所属の会2人）

（自民32人・公明3人・
　　　みやぎ県民の声9人・他2人）

（自民1人）

４
病
院
再
編
案
は
撤
回
し
、

　
　
　
地
域
医
療
の
充
実
を
！

４
病
院
再
編
案
は
撤
回
し
、

　
　
　
地
域
医
療
の
充
実
を
！

どうなる水道事業?!

県民の不安の中
民間企業と契約
県民の不安の中
民間企業と契約

―県は説明責任をつくせ
どうなる水道事業?!

　

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
栗
原
と
登
米
保

健
所
を
廃
止
し
、
大
崎
及
び
石
巻
保
健
所

の
支
所
に
再
編
す
る
「
行
政
機
関
設
置
条

例
改
正
案
」
が
、
保
健
所
存
続
を
求
め
る

当
該
自
治
体
の
声
を
無
視
し
て
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
反

対
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

　

登
米
保
健
所
の
存
続
を
求
め
る
会
が
６

４
４
６
筆
の
署
名
を
提
出
し
、
栗
原
市
議

会
が「
保
健
所
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」

を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
今
議
会
直
前
の

10
月
に
栗
原
市
長
が
存
続
の
要
望
書
を
宮

城
県
に
提
出
し
た
こ
と
も
、
一
顧
だ
に
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
も
11
月
末
に
は
栗
原
・
登
米
両
市

議
会
に
県
が
説
明
に
行
き
ま
し
た
が
、「
コ

ロ
ナ
の
第
６
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
の

に
時
期
尚
早
だ
」、「
存
続
要
望
へ
の
回
答

が
な
い
ま
ま
条
例
提
案
す
る
と
は
何
事

か
、
地
域
の
首
長
・
議
員
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
」
な
ど
の
意
見
が
相
次
ぎ
、
と

て
も
理
解
が
得
ら
れ
た
と
は
言
え
な
い
状

況
で
し
た
。

　

担
当
部
長
は
、
委
員
会
審
査
で
「
関
係

者
の
納
得
を
得
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
」

と
答
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

県
は
、
保
健
所
の
専
門
性
の
強
化
を
目

的
に
、「
医
療
機
関
へ
の
指
導
・
助
言
」
な

ど
５
つ
の
業
務
を
本
所
に
集
約
す
る
と
し

て
い
ま
す
が
、こ
の
５
つ
の
業
務
に
は
、現

在
、
栗
原
保
健
所
で
11
人
、
登
米
保
健
所

で
10
人
の
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
は
、「
10
人
が
一
気
に
減
る
こ
と
は
な

い
」
と
言
い
ま
す
が
、
条
例
が
通
っ
て
し

ま
え
ば
県
の
判
断
で
い
く
ら
で
も
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
今
回
再
編
対
象
と
な
っ
て
い

る
４
保
健
所
の
内
、
大
崎
・
栗
原
・
登
米

の
３
つ
の
保
健
所
で
は
、
19
年
度
に
向
け

た
数
年
間
で
合
計
15
人
も
職
員
を
削
減
し

て
き
ま
し
た
。
20
年
・
21
年
と
コ
ロ
ナ
対

応
で
若
干
増
や
し
て
い
ま
す
が
、
減
ら
し

た
分
、
回
復
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

県
は
災
害
時
や
感
染
症
発
生
時
に
、
本

所
と
支
所
が
大
く
く
り
の
体
制
で
対
応
す

る
こ
と
で
機
動
的
に
な
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
体
制
が
薄
く
な
る
支
所
の
初
動
対
応

が
遅
れ
る
懸
念
は
、
委
員
会
審
査
で
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

感
染
症
と
自
然
災
害
が
広
域
的
に
多
発

す
る
中
、
保
健
所
体
制
の
強
化
こ
そ
最
優

先
す
べ
き
で
あ
り
、
保
健
所
を
廃
止
し
て

支
所
に
す
る
条
例
改
正
案
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

村
井
知
事
は
知
事
選
挙
に
あ
た
り
、「
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
を
仙
台
赤
十
字
病
院
と
統
合
さ

せ
て
名
取
市
に
、
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
を

東
北
労
災
病
院
と
合
築
さ
せ
富
谷
市
に
開
院
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
」
と
公
約
に
明
記
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
今
日
ま
で
、
当
該
病
院
の
職
員
や
患

者
・
地
域
住
民
に
は
一
切
説
明
せ
ず
、
意
見
も

聞
か
ず
、
関
係
者
が
要
望
書
や
署
名
を
提
出
し

て
も
全
く
無
視
し
て
、
秘
密
裏
に
協
議
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

東
北
労
災
病
院
労
組
が
職
員
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
67
％
が
移
転
反
対
、
57
％
が
勤
務

継
続
困
難
と
答
え
て
お
り
、
当
事
者
に
し
っ
か

り
説
明
し
、
意
見
を
聞
く
こ
と
が
議
論
の
出
発

点
で
す
。

　

県
は
「
救
急
搬
送
受
入
機
能
が
仙
台
市
に
偏

在
し
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
仙
台
医
療
圏

に
お
け
る
現
場
滞
在
時
間
30
分
以
上
の
困
難
事

案
の
「
件
数
」
は
仙
台
市
の
方
が
多
く
、
決
し

て
充
実
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
も
そ

も
県
全
体
の
救
急
搬
送
時
間
平
均
は
41
・
７
分

で
全
国
39
位
で
す
。搬
送
困
難
事
案
も
全
国
５
・

２
％
に
比
べ
て
、
宮
城
県
は
７
・
８
％
と
１
・

５
倍
も
高
い
の
で
す
（
表
１
参
照
）。

　

重
要
な
問
題
は
仙
台
市
へ
の
偏
在
で
な
く
、

県
全
体
の
救
急
医
療
体
制
が
絶
対
的
に
不
足
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
仙
台
市
と
そ
れ
以
外
の
市

町
村
を
分
断
す
る
や
り
方
は
や
め
て
、
県
内
全

体
の
救
急
医
療
の
底
上
げ
に
こ
そ
、
力
を
尽
く

す
べ
き
で
す
。

　

周
産
期
医
療
も
同
様
で
す
。

　

党
県
議
団
は
、
仙
台
市
か
ら
病
院
を
移
転
す

る
の
で
な
く
、
宮
城
県
が
、
救
急
医
療
や
周
産

期
医
療
も
担
い
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る
県
立
総
合
病
院
を
名
取

市
に
新
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
た
め
に
は
、①
「
地
域
医
療
構
想
」

に
よ
る
急
性
期
病
床
削
減
を
や
め
る
こ
と
、
②

「
医
師
確
保
計
画
」
を
県
内
で
医
師
が
一
人
も

増
え
な
い
計
画
か
ら
抜
本
的
に
増
や
す
計
画
に

改
め
、
東
北
医
科
薬
科
大
学
を
作
っ
た
強
み
を

生
か
し
て
、
地
方
の
病
院
へ
の
医
師
配
置
計
画

を
作
る
こ
と
、
③
看
護
師
確
保
の
た
め
に
、
２

０
２
３
年
度
に
閉
校
す
る
名
取
市
に
あ
る
県
立

宮
城
県
高
等
看
護
学
校
を
、
看
護
大
学
と
し
て

整
備
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

担
当
部
長
は
、「
４
病
院
再
編
の
枠
組
み
で

検
討
を
進
め
る
」、「
急
性
期
病
床
を
削
減
す
る

中
で
統
合
し
て
救
急
医
療
等
を
底
上
げ
す
る
」

と
病
床
削
減
を
明
言
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
４
病
院
再
編
構
想
も
「
水
道
民
営

化
」
も
「
人
口
減
少
社
会
の
た
め
」
を
錦
の
御

旗
に
し
て
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
宮

城
県
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
２

位
で
す
。
党
県
議
団
は
、「
人
口
減
少
社
会
の

危
機
を
あ
お
っ
て
社
会
保
障
を
削
減
す
る
だ
け

で
は
悪
循
環
だ
。
な
ぜ
宮
城
県
が
他
県
よ
り
特

別
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
低
い
の
か
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
社
会
に
し
て
い

く
た
め
に
、宮
城
県
に
は
何
が
足
り
な
い
の
か
、

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
し
っ
か
り

分
析
せ
よ
」
と
迫
り
ま
し
た
。
知
事
は
「
お
っ

し
ゃ
る
通
り
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

救急搬送に係るデータ比較（2019年）( 表１)
現場滞在時間区分ごとの件数（重症以上）

30分未満 30分以上 合　計

　宮 城 県 全 体 9,154件 778件 7.8% 9,932件

　仙台医療圏平均 5,292件 578件 9.8% 5,870件

　　　仙台市 3,604件 318件 8.1% 3,922件

　　　仙台市以外 1,688件 260件 13.3% 1,948件

　全　　　　　国 433,183件 23,790件 5.2% 456,973件
＊出所：県消防課、総務省消防庁「令和元年中の救急搬送における医療機関の受入状況等実態調
査の結果」「令和２年版　救急・救助の現況」から

（2021年11月15日復興・危機管理部消防課より提供）

当
事
者
抜
き
に
議
論
を
進
め
る
な

絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る

　
　
宮
城
県
の
救
急
医
療
体
制

４
病
院
再
編
構
想
は
撤
回
し
、

　
　
名
取
市
に
県
立
総
合
病
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
新
設
を
提
案

知
事
の「
人
口
減
少
社
会
論
」は

　
社
会
保
障
を
削
減
し
て

　
　
少
子
化
に
拍
車
を
か
け
る
道

当
該
自
治
体
の
首
長
や

　
市
議
会
、住
民
の
理
解
は

　
　
　
　
得
ら
れ
て
い
な
い

職
員
を
減
ら
し
て
お
い
て

　
「
集
約
し
て
専
門
性
強
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
の
欺
瞞

感
染
症
や

  

自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、

　
保
健
所
体
制
の
強
化
こ
そ
必
要

　宮城県の水道、下水道、工業用水の9事業の20年間の運
営権を売却する契約を12月６日、県は「（株）みずむすびマ
ネジメントみやぎ」と締結しました。これによって、来年４月
から、日本で初めて民間企業が上水道を運営することになり
ました。
　「（株）みずむすびマネジメントみやぎ」は、メタウォーター
やヴェオリアジェネッツ、日水コンなど10社が出資してつくっ
た会社（SPCとも言う）です。あわせて、この10社が「（株）
みずむすびマネジメントみやぎ」という、県の浄水場や浄化
センターの運転と維持管理を独占的に受託するＯＭ会社（オ
ペレーションとメンテナンスをする会社という意味）もつくり
ました。
　県が契約したのはSPCだけで、委託先のＯＭ会社とは直
接契約していません。ＯＭ会社をどれだけチェックできるか
不透明なままです。ＯＭ会社は世界的な水メジャーである
ヴェオリアの子会社ヴェオリアジェネッツが議決権の過半数
を握っており、県の事業だけでなく、市町村の水道事業も視
野に入れた企業活動を展開することにも、大きな不安の声
が出されています。
　12月には、経営審査委員会が設置されますが、事業開始
までに、わずか２回の会議しか予定されておらず、県民の立
場でどれだけ、必要なチェックができるのか疑問です。県議
会や市町村にも、説明や資料提供は十分といえない状況で
す。
　また、これまで長く現場で働いてきた民間企業の人たちは、
３月末でこれまでの職場をすべて追われます。新たに269人
の人員体制を確保することが求められていますが、11月末
でまだ６割しか確保されていません。
　長年培ってきた現場の技術力は、人によって継承されてき
ましたが、これだけ一気に人が交代して、安全安心な水の
供給や下水道運営ができるのか心配です。
　引き続き、県民への説明責任を果たすことと、安全安心
な事業の継続を求めて頑張ります。

経営審査委員会の日程
　　第１回	　12月	24日
　　第２回	　 ２月 ２日（予定）
傍聴も可能です。詳しくは県企業局水道経営課
☎ 022（211）3430 へお問いあわせ下さい。
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農
林
水
産
委
員
会
で
の
質
疑

　
　コ
メ
の
下
落
・
豚
熱
問
題
な
ど

三 

浦  

一 

敏

三 

浦  

一 

敏

天
下 

み
ゆ
き

天
下 

み
ゆ
き

知
事
は
慢
心
す
る
こ
と
な
く

　県
民
の
方
を
向
い
て
仕
事
せ
よ
！

福
島 

か
ず
え

福
島 

か
ず
え

太
陽
光
発
電
施
設
の

　設
置
等
に
関
す
る
条
例
制
定
へ

大 

内  

真 

理

大 

内  

真 

理

金
田 

も
と
る

金
田 

も
と
る

米
価
下
落
で
困
っ
て
い
る
コ
メ
農
家

　
　
　選
別
し
な
い
で
等
し
い
支
援
策
を

子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援

　メ
ガ
ソ
ー
ラ
規
制
に
道
ひ
ら
く

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
コ
メ

需
要
が
低
下
し
、
コ
メ
の
概
算
金

が
大
幅
に
下
落
し
ま
し
た
。
石
巻

市
で
大
規
模
に
経
営
し
て
い
る
Ａ

法
人
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、

３
５
０
０
万
減
収
の
大
幅
ダ
ウ
ン

と
の
こ
と
で
す
。
県
と
し
て
何
ら

か
の
補
填
を
考
え
な
い
の
は
納
得

い
か
な
い
と
委
員
会
で
指
摘
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
減
収
対
策
と
し
て
ナ
ラ

シ
や
収
入
保
険
も
あ
る
と
の
部
長

答
弁
に
対
し
、
石
巻
市
の
デ
ー
タ

で
は
農
業
者
３
千
６
７
７
者
の
11

％
し
か
加
入
し
て
い
な
い
現
状
に

対
し
、
何
ら
か
の
手
立
て
を
打
つ

べ
き
で
は
な
い
か
と
質
し
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
に
大
河
原
町
内
の
養

豚
場
で
豚
熱
が
確
認
さ
れ
、
１
１

９
０
０
頭
の
豚
が
殺
処
分
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
問
題
に
関
連
し
、
長

年
養
豚
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
Ｂ

農
場
経
営
者
は
、
今
回
の
豚
熱
発

生
で
大
変
な
衝
撃
を
受
け
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
県
と
し
て
営

業
再
開
の
た
め
に
丁
寧
な
対
応
を

求
め
ま
し
た
。

　

担
当
部
長
は
国
か
ら
の
手
当
金

の
支
給
な
ど
含
め
対
応
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、経
営
再
建
・

再
発
防
止
に
全
力
を
尽
く
し
た
い

と
述
べ
ま
し
た
。

　

11
月
議
会
の
知
事
答
弁
で
言
及

さ
れ
て
い
た
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
に
関
わ
る
条
例
制
定
。
12
月

13
日
の
環
境
福
祉
委
員
会
で
、
条

例
制
定
に
向
け
た
基
本
方
針（
案
）

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
５
０
年

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
が
求
め
ら

れ
る
中
、
発
電
施
設
の
設
置
に
あ

た
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
や
、
設

置
後
の
維
持
管
理
、
設
備
の
廃
棄

な
ど
に
住
民
の
不
安
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
や
、
大
規
模
施
設
な
ど

の
設
置
に
よ
る
土
砂
災
害
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
と
し
て
も
一
歩
踏
み
出
し
た
形

で
す
。

　

年
明
け
以
降
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
募
集
、
市
町
村
へ
の
意

見
照
会
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す

が
、
委
員
会
審
議
の
中
で
も
「
大

規
模
風
力
発
電
施
設
も
対
象
に
す

べ
き
」「
景
観
や
内
水
被
害
対
策

に
も
留
意
し
た
も
の
に
」「
現
在

稼
働
中
の
も
の
に
対
す
る
規
制
も

検
討
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
は
２
０
２
２

年
度
中
に
議
会
へ
の
条
例
案
提
出

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
は
、
米
価
暴
落
に
対
し

て
10
a
あ
た
り
２
千
円
か
ら
１
万

円
の
保
障
を
し
て
来
年
の
作
付
け

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
県
の
支
援
策
は
コ
メ
か
ら
の

品
目
転
換
と
規
模
拡
大
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
被
災
地
で
は
、

客
土
か
ら
今
も
ガ
レ
キ
や
石
が
未

だ
出
て
き
た
り
し
て
土
が
元
に
戻

っ
て
お
ら
ず
、
連
作
障
害
も
発
生

し
や
す
く
、
新
た
な
野
菜
へ
の
転

換
が
で
き
な
い
事
情
が
あ
り
ま

す
。
若
林
区
六
郷
や
七
郷
の
現
状

も
伝
え
な
が
ら
、「
市
町
村
の
支

援
策
を
下
支
え
す
る
、
コ
メ
農
家

へ
の
等
し
い
支
援
策
」
を
求
め
ま

し
た
。

　

補
正
予
算
で
「
み
や
ぎ
米
子
ど

も
食
堂
等
提
供
支
援
費
」
６
０
０

万
円
が
計
上
さ
れ
、
求
め
て
い
た

「
余
剰
米
を
買
い
取
り
、
生
活
困

窮
者
等
へ
配
布
す
る
」
施
策
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
予
算
の
増
額
や
施
策

の
拡
充
と
と
も
に
米
粉
パ
ン
や
米

粉
麺
な
ど
へ
の
加
工
も
研
究
し
、

学
校
給
食
へ
の
提
供
等
で
消
費
拡

大
を
求
め
ま
し
た
。
農
政
部
長
か

ら
「
学
校
給
食
へ
の
米
粉
加
工
品

の
利
用
拡
大
に
努
め
る
」
と
い
う

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
知
事
選
挙
の
結
果

に
つ
い
て
、現
職
知
事
で
得
票
数
・

得
票
率
と
も
に
減
ら
し
た
の
は
村

井
知
事
が
初
め
て
で
あ
り
、
評
価

が
下
が
っ
た
結
果
だ
と
認
め
る
べ

き
と
指
摘
し
、
知
事
は
「
批
判
も

あ
っ
た
が
信
任
さ
れ
た
結
果
だ
」

と
強
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
票
日
翌
日
に
知
事
が

県
職
員
に
対
し
て
、「
こ
の
選
挙

結
果
は
県
職
員
を
代
表
し
て
私
が

受
け
た
も
の
で
す
。
職
員
の
皆
様

は
一
生
懸
命
仕
事
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
が
、
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、

常
に
謙
虚
に
、
県
民
の
方
を
向
い

て
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
知

事
自
身
が
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

知
事
は
、
天
下
議
員
の
受
け
止
め

は
曲
解
だ
と
し
つ
つ
、「
慢
心
す

る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
県
民
の

声
に
耳
を
傾
け
、
よ
り
一
層
丁
寧

な
説
明
を
心
掛
け
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

　

保
健
所
支
所
化
や
４
病
院
問
題

へ
の
知
事
の
答
弁
は
全
く
逆
行
し

て
い
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
に
閉
会
し
た
県
議
会

で
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団

は
、
提
案
さ
れ
た
議
案
49
件
中
３

件
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
改

正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
災
害
対
応

で
職
員
の
時
間
外
労
働
が
増
加
す

る
中
で
の
引
き
下
げ
で
あ
る
こ

と
。
公
務
員
給
与
の
引
き
下
げ
が

民
間
給
与
の
引
き
下
げ
に
つ
な
が

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
落
ち
込
ん

だ
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
を
指

摘
し
、
反
対
を
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
討
論
で
は
、
栗
原
と
登

米
保
健
所
を
廃
止
し
大
崎
と
石
巻

の
保
健
所
の
支
所
と
し
て
再
編
す

る
議
案
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
世

界
に
広
が
り
始
め
、
新
型
コ
ロ
ナ

と
の
た
た
か
い
が
未
だ
見
通
せ
な

い
中
で
の
保
健
所
支
所
化
は
絶
対

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
反
対
。

　

ま
た
『
中
華
人
民
共
和
国
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
の
解
決
を
促

し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
』
と
、請
願
『
私

立
高
等
学
校
等
へ
の
助
成
強
化
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
』『
私
学

助
成
拡
充
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
』
は
全
会
一
致
で
可
決
・
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人

拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
の
取
組
み
を
推
進
す
る
決

議
に
は
、
教
育
へ
の
介
入
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
退
席
し
棄

権
を
し
ま
し
た
。

　

知
事
選
前
の
９
月
議
会
時
、
米

価
暴
落
に
対
す
る
緊
急
支
援
の
施

策
と
し
て
、
県
と
し
て
余
剰
米
を

買
取
り
、
子
ど
も
や
学
生
、
一
人

親
世
帯
な
ど
生
活
に
困
窮
し
て
い

る
方
々
へ
県
内
産
米
を
配
布
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。
す
る
と
今
11

月
議
会
に
て
子
ど
も
食
堂
・
フ
ー

ド
バ
ン
ク
へ
の
県
内
産
米
提
供
事

業
と
し
て
予
算
計
上
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
じ
く
９
月
議
会
会
派
代
表
質

問
で
、
再
エ
ネ
で
乱
開
発
さ
れ
る

森
林
を
保
全
す
る
た
め
の
開
発
規

制
条
例
の
創
設
を
提
起
し
ま
し
た

が
、
そ
の
時
点
で
は
ゼ
ロ
回
答
で

し
た
。
し
か
し
今
11
月
議
会
で
、

自
民
党
県
議
の
質
問
に
答
え
る
形

で
「
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
等

に
関
す
る
規
制
条
例
の
必
要
性
を

検
討
す
る
」
と
知
事
の
前
向
き
答

弁
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
我
が
共
産
党
の
提
案

が
実
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。
予
算

規
模
も
内
容
も
ま
だ
ま
だ
弱
い
た

め
、
実
効
性
を
あ
げ
る
た
め
に
は

大
幅
な
改
善
が
必
要
で
す
。
さ
ら

な
る
充
実
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
第
３
８
１
回　
宮
城
県
議
会
に
つ
い
て

「
余
剰
米
の
生
活
困
窮
者
等
へ
の

　
　
　
配
布
が
実
現
し
ま
し
た
」
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